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   尖閣諸島付近における中国漁船等に対し厳正に対処することを求める意見書 

 平成22年９月７日、わが国固有の領土である尖閣諸島沖の日本領海内に中国漁船が侵入

し、海上保安庁の巡視船に故意に衝突するという事件が発生した。中国人船長は公務執行

妨害の疑いで逮捕されたが、同月24日、那覇地方検察庁は処分保留のまま釈放した。帰国

した船長は英雄として迎えられ、中国政府は日本側の違法性を指摘するなど、「我が国が中

国の圧力に屈した」との印象を世界中に与える結果となった。 

 このままでは、中国が尖閣周辺海域における活動実績を作ることで、既成事実を積み重

ねて、いずれ実効支配するということにもなりかねない。 

 中国が尖閣諸島の領有権を主張し始めたのは1970年代に入ってからのことである。尖閣

諸島は1895年に閣議決定によって日本領に編入された歴史的にも国際法上も正当な領土で

あり、中国漁船の違法な操業を海上保安庁が取り締まるのは、当然な行為である。 

 よって、本区議会は政府に対し、日中間に領土問題はないとの原則を堅持し、今後、国

内法に照らして厳正に対処されることを強く求めるものである。 

 以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

 


